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細胞外小胞に含まれる FN が低酸素応答系の主要な因子である HIF-1αに依存しているか
を検討した。その結果、HIF-1α過剰発現させた細胞外小胞においても FN 量に変化が見ら
れなかった。また、HIF-1α安定化剤であるジピリジルを用いて検討したところ同様の結果
が得られた。よって、低酸素下における細胞外小胞に含まれる FN の増加は HIF-1α依存性
でない可能性が示唆された。一方、低酸素下で単離した細胞外小胞の FN の作用について検
討するため、細胞遊走に対する効果を調べた。その結果、細胞外小胞は細胞遊走を有意に促
進することが示され、さらに、通常酸素よりも低酸素下で放出された細胞外小胞の方がより
その効果を示した。この効果について細胞外小胞中の低酸素で増加した FN による作用に
よるものかを検討するため、FN(細胞接着部位)精製タンパク質および抗体を用いて FN の
機能阻害を行ったところ、有意な遊走促進効果の阻害が見られた。 
